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山本 茂行先生のプロフィール 
・ 富山市ファミリーパーク園長 
・ 高岡市福岡町在住 

私たちが、生き物や植物に

もっとできることがないかと

いうことをちゃんと考えて、

「いのち」を大切にしていき

たいです。山本園長さんの話

で、自分が知らないところで

どんなことが起きているのか

がよく分かりました。自分が

周りの人に支えられているこ

とを当たり前だと思わないで

感謝していきたいです。 

【内容】 
・ 全国的に珍しいフ

ァミリーパークの

紹介 
・ 山本先生と福岡の

自然とのつながり 
・ いのちにはつなが

りがあること 
・ 現在の取り組みと

夢 
 

 ぼくたちは給食でも、鳥の命を

もらって鶏肉を食べたり、魚の命

をもらって焼き魚を食べたりし

ています。いろいろな生き物から

命をもらって生きているという

ことが分かりました。これから

は、感謝の気持ちを込めて「いた

だきます。」と言って食べたいと

思います。 

 山本園長さんの話を聞いて、いの

ちはすばらしいと思いました。ファ

ミリーパークは、身近な動物とふれ

あうことができたり動物たちの命

が消えることのない環境をつくっ

たりしているので、いいなと思いま

す。そして、自分だけでなく、みん

なのいのちをすばらしいものだと

考え、大切にしていこうと思いま

す。 

 ぼくは、山本園長さんが話された「人間は

自然をいじめている」ということが気になり

ました。これまで自然のことを考えずに、ご

みを捨てていたからです。 
人間も動物も自然もみんないのちはつな

がって生きていると思ったので、これから

は、自然の葉や木をちぎったり、給食を残し

たりしないようにしようと思いました。 

「いのち」ってすばらしい 
自分の体験やファミリーパークでの出来事か

ら、つながりあういのちについてお話していただ
きました。 


